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平塚市の推計人口と世帯数
＜令和6年11月1日現在　（   ）内は前月比＞

人　口 258,427人…（+47）
世帯数 118,431世帯…（+137）

１〜３面…　　　�命を守る備え…救助要請が入ればどんな現場にも出場する救助隊は、市民の命を
守るために日々備えている。

４〜７面…�募集・お知らせ・健康と福祉・スポーツ　「気軽にスポーツ」「119番！　もしものときに」
　　８面…ヒラツカルチャー　「ひらしん平塚文化芸術ホールへ行こう」
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●配布のお問い合わせは、ミッド ☎0120-350311（月〜金曜日、午前9時30分〜午後5時）
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オ
レ
ン
ジ
色
が
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の

救
助
隊
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
現
場
に

出
場
し
、
助
け
を
求
め
る
人
を
救
い

出
す
。

　
手
に
し
て
い
る
道
具
は
救
助
の
と
き

に
使
う
資
機
材
の
ほ
ん
の一
部
で
、
後

ろ
に
写
る
救
助
工
作
車
に
は
人
命
救

助
に
特
化
し
た
器
具
を
数
多
く
搭
載

し
て
い
る
。
今
年
新
し
く
導
入
し
た

資
機
材
や
16
年
ぶ
り
に
更
新
し
た
救

助
工
作
車
、
実
災
害
を
想
定
し
た
訓

練
に
励
む
救
助
隊
を
紹
介
す
る
。

救い、助け、守る。

　　　　隊員が手にしている資機材（左上から時計回りに）

　　①スプレッダー　先端が開閉する。交通事故などで変形し、開か
　　　なくなった車のドアに先端を差し込み、拡張してドアを開ける。
②ラムシリンダー　スプレッダーでの開き幅では足りない場合などに、
　空間を広げるために使う。
　③レスキューマックス　川や海などで離れた場所にロープや浮き輪を
　　飛ばす。
　   ④エンジンカッター　鉄やコンクリートなどを切断する。建物の
　　　 中に入るために、扉やシャッターなどの障害物を切る。
　　　 ⑤スーパーカッター　車のドアやルーフピラーなどを切断する。
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１
月
に
石
川
県
で
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
、
神
奈
川
県
緊
急

消
防
援
助
隊
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
、
川
口
救
助
隊
長
。
現
地
で
土

砂
崩
れ
や
建
物
倒
壊
な
ど
、
壮
絶

な
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

余
震
な
ど
も
あ
り
二
次
災
害
が
起

き
る
可
能
性
も
あ
っ
た
。「
助
け
を

求
め
る
人
の
救
助
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
た
ち
の
安
全
も
考
え
な
い

と
、
救
え
る
命
も
助
け
ら
れ
な
い

と
感
じ
ま
し
た
」と
話
す
。

　
今
年
、
平
塚
消
防
は
崩
落
監
視

シ
ス
テ
ム（
左
囲
み
）を
導
入
し

た
。
こ
れ
ま
で
土
砂
災
害
や
建
物

倒
壊
現
場
で
は
、
人
の
視
覚
・
聴

覚
・
嗅
覚
を
頼
り
に
危
険
を
判
断

し
て
い
た
。
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
こ
と
で
、
崩
落
・
倒
壊
の
危
険

は
シ
ス
テ
ム
が
知
ら
せ
て
く
れ
る

の
で
、
救
助
活
動
に
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
言
う
。

　
救
助
隊
は
毎
日
訓
練
を
積
み
重

ね
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
。

災
害
や
事
故
現
場
で
の
活
動
時
間

の
何
十
倍
も
の
時
間
を
、
訓
練
に

費
や
す
。
そ
の
原
動
力
は
何
か
問

う
と「『
人
命
を
救
助
す
る
』そ
の

使
命
感
に
尽
き
ま
す
」と
川
口
救

助
隊
長
は
力
を
込
め
て
言
い
切

る
。
災
害
現
場
に
出
れ
ば
チ
ー
ム

で
活
動
す
る
。
日
々
の
訓
練
で
は

個
人
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
の
と
同

時
に
、隊
員
一
人
一
人
の
強
み
を

把
握
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め

て
い
く
。
事
故
や
災
害
は
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
気
を
引
き

締
め
て
、
今
日
も
救
助
隊
は
資
機

材
を
点
検
し
、救
助
訓
練
を
積
む
。

電動化した大型油圧救助器具 照明装置とクレーン

　
土
砂
災
害
現
場
で
の
地
盤
の
崩

落
や
、
火
災
・
震
災
現
場
で
の
建

物
の
倒
壊
を
予
測
・
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
。
人
の
目
で
の
監
視
は
、

あ
る
程
度
の
物
の
動
き
が
無
い
と

気
付
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
監
視
対
象
物
に
レ
ー

ザ
ー
を
照
射
し
、
構
造
物
や
土
砂

の
わ
ず
か
な
動
き
を
感
知
す
る
。

動
き
が
あ
る
と
瞬
時
に
警
報
音
と

光
を
発
し
て
周
囲
に
危
険
を
知
ら

せ
る
。
警
報
を
聞
い
た
隊
員
は
直

ち
に
安
全
な
場
所
に
退
避
す
る
。

命を守る備え

車体上部
システムの導入により、
現場での安全管理が向上

救
助
を
待
っ
て
い
る
人
が

い
る
限
り

　救助要請が入れば火災・交通・水難事故など、どんな現場にも出場する
救助隊。市民の命を守るために日々備えている。

問　　消防総務課☎21―9725

車両の屋根には所属と消防車の種類が書かれている。対空表示といい、
大規模な災害で多くの緊急車両が集まって活動する時に、上空のヘリコプ
ターやドローンから、どこの消防署の車両か分かる。

救
助
工
作
車

救
助
隊
の
頼
れ
る
相
棒

　
人
命
救
助
活
動
を
専
門
と
す
る
車
両
。
16
年
ぶ

り
に
更
新
し
、
９
月
か
ら
救
助
現
場
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
。
後
部
座
席
の
空
間
が
広
く
確
保

さ
れ
て
お
り
、
隊
員
は
出
動
中
の
車
内
で
装
備
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
現
場
到
着
後
に
素
早
く

活
動
を
開
始
で
き
る
。

　
車
両
に
は
交
通
事
故
に
対
応
し
た
大
型
油
圧
救

助
器
具
や
、
鉄
板
を
プ
ラ
ズ
マ
の
熱
で
溶
か
し
切

断
す
る
プ
ラ
ズ
マ
カ
ッ
タ
ー
、
火
災
時
に
対
象
物

の
温
度
を
測
定
す
る
熱
画
像
直
視
装
置
、
夜
間
暗

視
装
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
機
材
を
搭

載
し
て
い
る
。三
連
は
し
ご
や
ク
レ
ー
ン
、車

両
牽
引
な
ど
に
使
う
ウ
イ
ン
チ
、
夜
間
活
動

の
た
め
の
照
明
装
置
も
装
備
さ
れ
て
い
る
。

　
大
型
油
圧
救
助
器
具
は
、
こ
れ
ま
で
は
エ
ン
ジ

ン
式
で
、
使
う
と
き
に
は
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト
と
ホ
ー

ス
の
接
続
が
必
要
だ
っ
た
。
新
し
い
器
具
は
バ
ッ

テ
リ
ー
式
を
採
用
し
て
い
て
、
車
両
か
ら
取
り
出

し
て
す
ぐ
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
狭
い
所

な
ど
で
の
機
動
力
が
向
上
。
作
業
音
も
エ
ン
ジ
ン

式
に
比
べ
る
と
抑
え
ら
れ
る
の
で
、
隊
員
同
士
や

要
救
助
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
車
両
側
面
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は「
市
民
の
鳥
し
ら
さ
ぎ
の
羽
」と

Ｒレ
ス

キ

ュ

ー

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｅ
の「
Ｒ
」が
描
か
れ
て
い
る
。

車
体
の
両
側
面
に
積
ん
で
い
る
資
機
材
は
約
230
種
類

平塚市消防署
本署救助隊

川口武史救助隊長崩
落
監
視
シ
ス
テ
ム

要
救
助
者
・
消
防
隊
員
を
危
険
か
ら
守
る

車体全面 車体後面
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平塚市役所のウェブ　 平塚市 検索 　

　一度に最大20人を収容でき、車椅
子のままでも乗れる。船底を補強布
で保護しているため、がれきなどが
散乱する浸水域でも活動ができる。
最大積載重量は約２㌧で、大量の物
資も運べる。

　平成２６年に緊急消防援助隊の活動体制強
化と充実を目的に、総務省消防庁から無償
貸与された。一般道路・荒れ地・水上走行
の他、タイヤにキャタピラーを装着すれば、
ぬかるみや砂利道などでも走行可能。災害
現場での物資や人員の搬送ができる。

　令和4年に導入したドローン。建
物火災や水難をはじめとする救助
現場などの状況確認・捜索活動を
する。大規模災害時には被害状況
を早期に確認し、安全で効果的な
部隊の活動を援助する。

上空から情報収集

災害用ドローン
迅速な救出が可能

高機能救命ボート
30度の傾斜、30㌢の障害物を乗り越える

水陸両用バギー

他にも、こんな資機材・車両を揃えて命を守る備えをしている

交通救助訓練

破壊器具のスプレッダーを隙間に挿入し、
力をかけてドアを開ける

　事故の衝撃でドアが開かなくなった車の
中にいる要救助者を救出する訓練。

水上オートバイ訓練

隊
員
二
人
で
要
救

助
者
を
素
早
く
ラ

イ
フ
ス
レ
ッ
ド
に
引

き
上
げ
る

　海岸出張所には消防隊も兼ねた水難救助
隊が配置されている。水上に出れば、自分た
ち以外に簡単に援助を求めることはできな
い。だからこそ実践訓練を重ね、隊員同士の
連携を深めることが必須。

意
識
を
失
っ
て
い
る
要
救
助

者
を
発
見
し
、オ
ー
ト
バ
イ
の

後
ろ
に
乗
る
隊
員
が
入
水

鉄道災害対応訓練
　鉄道機関と消防機関の連携強化などを目
的とする訓練。訓練想定は、駅ホームから線
路内に人が転落し、列車は緊急停止し脱線。
救助隊は転落した人の救出に向かう。

車
両
の
下
に
潜
り
込
み
、要

救
助
者
に
声
を
掛
け
続
け

な
が
ら
処
置
を
す
る

は
し
ご
を
使
っ
て
建
物
に
進
入

火災対応訓練

救助隊・要救助者の援護を目的に、地上から消
防隊がベランダに向かって放水している。救助隊
は放水を受けながら要救助者にベルトを締める

は
し
ご
で
要
救
助
者
を
つ
っ
て
救
助

スモークを充満させ、濃煙状態を作り出した部屋
に進入し、要救助者の捜索に向かう。暗闇と大
量の煙で視界は悪い。救助隊員は声を掛け合い、
中へ進んでいく。迅速・冷静な対応が求められる

　火災が起きた建物の中とベランダにいる
要救助者を救出する訓練。

技
術
を
磨
く
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0 募のある記事は事前に
応募が必要です
必要事項は郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・
電話番号です
受付開始日の記載が
ない場合、12月9日（月）
午前8時30分から、受
け付けます
メールの場合、 @以下に、
city.hiratsuka.kanagawa.jpを
付けてください
eの場合、電子申請システム（eイー

-�
k

カ ナ ガ ワ
anagawa）で応募
できます。右の2
次元コードからも
アクセスできます
市役所への郵便物は、〒254-8686
平塚市役所○○課で届きます

募
応
方
法

会
の
委
員
の
経
験
が
な
い
―
な
ど
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
各
図
書
館
・
公

民
館
、
本
館
５
階
の
環
境
政
策
課

☎
21
―
９
７
６
２

21
―
９
６
０

３

kankyo-s-event@

な
ど

に
あ
る
応
募
用
紙
を
、郵
送・フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
令

和
６
年
12
月
４
日（
水
）～
令
和
７

年
１
月
10
日（
金
）に
、
同
課
へ
。

女
性
の
無
料
法
律
相
談
会

　
親
権
や
養
育
費
な
ど
、
夫
婦
関

係
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
女
性
弁
護

士
に
相
談
で
き
ま
す
。
未
就
学
児

の
保
育
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
27
日（
月
）①
午

前
９
時
30
分
②
10
時
20
分
③
11
時

10
分
④
午
後
０
時
50
分
⑤
１
時
40

分
⑥
２
時
30
分
⑦
３
時
20
分（
各

環
境
審
議
会
の
委
員

　
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
施
策

な
ど
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

　

任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日 

（
火
）か
ら
２
年
間
。次
の
条
件
を
全 

て
満
た
す
方
２
人（
選
考
）。
①
市

内
に
１
年
以
上
在
住
②
４
月
１
日

時
点
で
高
校
生
を
除
く
18
～
75
歳

で
、
市
の
他
の
付
属
機
関
の
委
員

で
な
い
③
平
日
昼
間
に
開
く
会
議

に
出
席
で
き
る
④
過
去
に
同
審
議

募
　
　
集

応
募
方
法
は

 

右

時
間
帯
40
分
）。
本
館
７
階
人
権・

男
女
共
同
参
画
課
で
受
け
付
け
。

同
相
談
会
に
参
加
し
た
こ
と
の
な

い
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女

性
、
各
時
間
帯
１
人（
抽
選
）。

募　
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
①
～
⑦
の
う
ち
来
所
で
き
る

全
て
の
時
間（
保
育
希
望
の
場
合

は
子
ど
も
の
人
数
・
氏
名
・
年
齢

も
）を
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
１
月
20
日（
月
）

ま
で
に
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
21
―
９
８
６
１

21
―
９
７

５
６

danjo@

へ
。e

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
各
案
は
12
月
６
日（
金
）～
令
和

７
年
１
月
６
日（
月
）に
、
市
ウ
ェ

ブ
や
各
公
民
館
・
図
書
館
の
他
、

駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー（
宝
町

１
―
１
）・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
見
附
町
１
―
８
）な
ど
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

①
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
素
案
）　

産
業
振
興
施
策
を
推
進
し
て
い
く

た
め
の
指
針
で
す
。

②
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画（
第

５
次
）（
素
案
）　
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
推
進
を
目
指
す
計
画
で
す
。

募　

意
見
・
必
要
事
項（
企
業
・

団
体
の
場
合
は
企
業
・
団
体
名
と

代
表
者
名
ま
た
は
部
署
・
担
当
者

名
も
）を
、郵
送・フ
ァ
ク
ス・メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
令
和
６
年
12
月

６
日
～
令
和
７
年
１
月
６
日
に
、

①
は
本
館
５
階
の
産
業
振
興
課
☎

21
―
９
７
５
８

35
―
８
１
２
５

sangyo-s@

②
は
〒
254
―
0041

浅
間
町
12
―
41
中
央
図
書
館
☎
31

―
０
４
２
８

31
―
９
９
８
４

library@

へ
。e

就
活
応
援
相
談

　
12
月
17
日
・
24
日
、
令
和
７
年

１
月
７
日
・
14
日
の
火
曜
日
、
午

前
10
時
・
11
時
・
午
後
１
時
・
２

時
・
３
時（
各
時
間
帯
50
分
）。
勤

労
会
館（
追
分
１
―
24
）。
15
～
49

歳
の
就
労
を
目
指
す
方
ま
た
は
家

族
、
各
時
間
帯
３
組（
先
着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

子
ど
も
の
家
の
職
員

　
利
用
者
の
見
守
り
や
施
設
管
理

な
ど
を
し
ま
す
。
採
用
は
令
和
７

年
４
月
１
日（
火
）。18
人（
選
考
）。

１
月
８
日（
水
）～
17
日（
金
）に
面

接
試
験
を
し
ま
す
。

募　

市
ウ
ェ
ブ
や
各
子
ど
も
の

家
・
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
に
あ
る

申
込
書
に
写
真
を
貼
り
、
郵
送
ま

た
は
直
接
、
令
和
６
年
12
月
４
日

（
水
）～
19
日（
木
）に
、本
館
１
階
の

青
少
年
課
☎
71
―
５
９
５
０
へ
。

お
も
し
ろ
音
楽
講
座

　
歌
唱
・
器
楽
表
現
や
鑑
賞
の
楽

し
み
方
な
ど
、
音
楽
の
面
白
さ
を

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
７
年
１
月
26
日
～
２
月
16

日
の
日
曜
日
、
全
４
回
、
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
。
１
月
26
日

は
ま
ち
づ
く
り
財
団（
見
附
町
31

―
10
）、
２
月
２
日
～
16
日
は
勤

労
会
館（
追
分
１
―
24
）。
小
学
生

以
上
の
方
30
人（
先
着
順
）。
１
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
500
円
。

募　
電
話
で
、
令
和
６
年
12
月
10

日（
火
）午
前
９
時
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２

２
３
７
へ
。

市
民
大
学
講
座　
古
典
文
学

に
教
わ
る
日
本
人
の
色
世
界

　
色
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
古
典
文

学
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
15
日・29
日
、
２

月
19
日
、３
月
５
日
の
水
曜
日
、全

４
回
、午
前
10
時
～
11
時
30
分
。中

央
公
民
館
。
高
校
生
を
除
く
市
内

在
住
で
18
歳
以
上
の
方
40
人（
抽

選
・
初
め
て
の
方
を
優
先
）。

募　
〒
254
―
0047
追
分
１
―
20
中
央

公
民
館
☎
34
―
２
１
１
１

ch 
uo-k@

に
あ
る
応
募
用
紙
を
直

接
、
ま
た
は
必
要
事
項
を
、
は
が

き
・
メ
ー
ル
で
、
令
和
６
年
12
月

18
日（
水
）ま
で
に
、
同
館
へ
。e

女
流
棋
聖
戦

　
上
野
梨
紗
女
流
棋
聖
が
挑
戦
者

と
対
局
し
ま
す
。
子
ど
も
を
連
碁

指
導
碁
へ
招
待
す
る
企
画
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
財

団
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ホ
テ
ル
サ
ン
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン

（
榎
木
町
９
―
41
）。
抽
選
。

　
①
前
夜
祭　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
な
ど
を
し
ま
す
。
令
和
７
年
１

月
15
日（
水
）午
後
５
時
10
分
～
８

時
。
50
人
。
５
０
０
０
円
②
大
盤

解
説
会　

対
局
を
解
説
し
ま
す
。

16
日（
木
）１
時
～
４
時
。
200
人
。

募　
必
要
事
項・イ
ベ
ン
ト
名
を
、

往
復
は
が
き
で
、
令
和
６
年
12
月

７
日（
土
）～
27
日（
金
）に
、
〒
254

―
0045
見
附
町
31
―
10
ま
ち
づ
く
り

財
団
文
化
事
業
課
☎
32
―
２
２
３

７
へ
。
同
財
団
ウ
ェ
ブ
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

元
祖
わ
ん
こ
そ
ば
全
日
本
大

会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か

　
平
塚
市
の
友
好
都
市
・
岩
手
県

花
巻
市
で
開
か
れ
ま
す
。
大
会
参

加
料（
６
０
０
０
円
）や
往
復
交
通

費
と
し
て
１
チ
ー
ム
上
限
５
万
円

を
補
助
し
ま
す（
領
収
証
の
提
出

が
必
要
）。
宿
泊
代
・
食
費
な
ど

は
自
己
負
担
で
す
。

　
令
和
７
年
２
月
11
日（
祝
）午
前

９
時
～
午
後
３
時
30
分
。
花
巻
市

文
化
会
館（
花
巻
市
若
葉
町
３
―

16
―
22
）。
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
３
人
で
構
成
さ
れ
た
１

チ
ー
ム（
抽
選
）。

募　
必
要
事
項・年
齢
を
、
電
話・

メ
ー
ル
で
、
令
和
６
年
12
月
９
日

（
月
）午
前
９
時
～
23
日（
月
）午
後

３
時
に
、
文
化
・
交
流
課
☎
25
―

２
５
２
０

koryu@

へ
。

　火災予防を推進する言葉やイラストなど
を、年賀状にしませんか。市内在学の小学
生が対象です。入賞者は令和７年１月下旬に
表彰式があります。入賞作品は市ウェブな
どに掲載する他、消防署本署（浅間町９―１）
や平塚郵便局（追分１―33）で展示します。展
示の日程など、詳しくは市ウェ
ブをご覧ください。右の2次元
コードからもアクセスできます。
募　年賀はがきの表面に学校名・学年・名
前、裏面に作品を描き、１月６日（月）までに、
予防課☎21―９７２８へ。

　湘南海岸公園龍城ケ丘ゾーンの
公園名称を決める、市民投票に参
加しませんか。最も多く票を獲得
した案を、名称にします。
募　 eで、12月22日（日）までに、
投票してください。問い合わせは
みどり公園・水辺課☎21―９８５２へ。

①B
ビ ー チ

each L
ラ イ フ

ife B
ベ ー ス

ase
②O

オ ー シ ヤ ン

cean平
ダイラ

③s
シ ー

ea t
テ ラ ス

erasu

　環境に優しいＺＥＨ仕様のモデルハウス
に宿泊し、性能を体感してみませんか。
　12月14日（土）～令和７年２月24日（休）の
うち１泊。①レモンホーム（山下２―12―20・�
上写真左）②大雄（中原２―１―15―１・上写真
右）。市内に住宅の建築を検討している
方。先着順。日程や定員・持ち物など、
詳しくは各社ウェブをご覧ください。
募　各社ウェブ・電話で、令和６年12月７
日（土）午前９時から、①はレモンホーム
☎０１２０―374―558②は大雄☎35―３６００へ。

①① ②②

防防火火年年賀賀状状をを
描描こうこう

現在実証実験中の自動運転バス

　平塚駅南口を循環する自動運転バス
に試乗しませんか。運行ダイヤなど、

詳しくは市ウェブをご覧ください。
　令和７年１月12日・19日の日曜日を除
く、９日（木）～20日（月）、午前11時～
午後４時。１便当たり20人（先着順）。
募　市ウェブで、令和６年12月11日（水）
午前10時から、応募してください。問
い合わせは交通政策課☎21―９８４０へ。

ＺＺ
ゼ ツ チゼ ツ チ

ＥＨＥＨ冬季宿泊体験会冬季宿泊体験会
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お
知
ら
せ

年末年始のごみ収集日を確認しましょう 問　収集業務課☎２１－８７９６　

地　区　名
令和6年１２月最後 令和7年１月最初

可燃ごみ 不燃ごみ 資源
再生物

ペットボトル
・プラクル 可燃ごみ 不燃ごみ 資源

再生物
ペットボトル
・プラクル

見附町・錦町・紅谷町・明石町・宮の前・宝町 30日（月） 17日（火） 24日（火） 25日（水） 6日（月） 7日（火） 14日（火） 8日（水）

高浜台・夕陽ケ丘・代官町・久領堤・札場町・幸町・
千石河岸 30日（月） 17日（火） 24日（火） 25日（水） 6日（月） 7日（火） 14日（火） 8日（水）

桜ケ丘・上平塚・達上ケ丘・諏訪町・富士見町・中里・
豊原町・平塚・南原 30日（月） 20日（金） 27日（金） 25日（水） 6日（月） 17日（金） 10日（金） 8日（水）

立野町・浅間町・宮松町・追分 30日（月） 24日（火） 17日（火） 25日（水） 6日（月） 14日（火） 7日（火） 8日（水）

唐ケ原・撫子原・黒部丘・花水台・菫平・虹ケ浜・
龍城ケ丘・桃浜町・八重咲町・松風町・袖ケ浜 30日（月） 27日（金） 20日（金） 25日（水） 6日（月） 10日（金） 17日（金） 8日（水）

広川・片岡・千須谷・南金目・北金目・真田・土屋 31日（火） 16日（月） 23日（月） 25日（水） 7日（火） 6日（月） 13日（祝・月） 8日（水）

出縄・万田・高根・山下・高村 31日（火） 19日（木） 26日（木） 25日（水） 7日（火） 16日（木） 9日（木） 8日（水）

公所・根坂間・河内・徳延・纒・日向岡・上吉沢・下吉沢・
めぐみが丘 31日（火） 25日（水） 18日（水） 26日（木） 7日（火） 8日（水） 15日（水） 9日（木）

豊田全域・岡崎・ふじみ野・寺田縄・入野・長持・飯島・
入部・中原下宿 31日（火） 26日（木） 19日（木） 25日（水） 7日（火） 9日（木） 16日（木） 8日（水）

西八幡・東八幡・八幡・四之宮・西真土・東真土 30日（月） 18日（水） 25日（水） 31日（火） 6日（月） 15日（水） 8日（水） 7日（火）

老松町・八千代町・天沼・堤町・長瀞・中堂・榎木町・
馬入本町・須賀・馬入 30日（月） 20日（金） 27日（金） 25日（水） 6日（月） 17日（金） 10日（金） 8日（水）

田村・大神・吉際・横内・大島・小鍋島・下島・城所 31日（火） 23日（月） 16日（月） 25日（水） 7日（火） 13日（祝・月） 6日（月） 8日（水）

御殿・中原・東中原・新町・大原 30日（月） 24日（火） 17日（火） 25日（水） 6日（月） 14日（火） 7日（火） 8日（水）

▼持ち込む場合は、事前にお問い合わせください 令和6年12月最後 令和7年1月最初

粗大ごみ・
剪
せん

定
てい

枝
各戸収集（予約済みの方だけ） 27日（金） 6日（月）

収集予約　予約受付専用ダイヤル☎71―5100 31日（火）午後5時まで 6日（月）午前8時30分から

ごみの
持ち込み

可燃ごみ・布団・カーペット・マットレス（スプリングなし）など 　環境事業センター（大神3-15-1）☎55―6615 31日（火）午後4時まで 4日（土）午前9時から

不燃ごみ・家具類・マットレス（スプリング入り）など　粗大ごみ破砕処理場（堤町3―5）☎22―4557
土・日曜日と祝日に加えて、12月26日（木）・27日（金）、1月6日（月）・7日（火）はeまたは電話での事
前予約が必要です。

28日（土）午後4時まで 4日（土）午前9時から

小動物
ペットの持ち込み・引き取り　小動物焼却場（大神3-16-1）☎55―6650 31日（火）午後5時まで 6日（月）午前8時30分から

路上などにある死骸の引き取り　小動物焼却場（大神3-16-1）☎55―6650
（12月31日（火）午後5時〜１月6日（月）午前8時30分は本館守衛室☎23ー1111） 31日（火）午後5時まで 2日（木）午前8時30分から

し尿 12月20日（金）～23日（月）にくみ取りをした家庭は、申し込みにより臨時でくみ取りをします。
12月25日（水）までに収集業務課☎21―8796へ。 27日（金） 6日（月）

温
水
プ
ー
ル
の
清
掃
・
定
期

点
検

　
12
月
16
日（
月
）～
令
和
７
年
１

月
14
日（
火
）の
期
間
、
ト
ッ
ケ
イ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館

（
大
原
１
―
１
）の
温
水
プ
ー
ル
を

利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和

６
年
12
月
15
日（
日
）の
一
般
利
用

は
午
後
０
時
30
分
ま
で
で
す
。

問　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
ま

し
ょ
う

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
犬
の
散
歩
、

買
い
物
な
ど
を
し
な
が
ら
子
ど
も

を
見
守
る「
な
が
ら
見
守
り
」。
子

ど
も
の
事
故
・
事
件
や
事
態
の
重

大
化
を
防
ぐ
た
め
、
で
き
る
範
囲

で
見
守
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

問　
教
育
指
導
課
☎
35
―
８
１
２
０

ク
リ
ス
マ
ス
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

　
竹
明
か
り
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
を
楽
し
め
ま
す
。
午
後
４
時

30
分
〜
８
時
頃
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
も
あ
り
ま
す
。

　

12
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）。

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ひ
ら
つ
か
ビ
ー

チ
パ
ー
ク by shonanzoen

（
高
浜
台
33
―
１
）。

問　
湘
南
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
☎
23
―
４
７
８
１

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　
常
温
保
存
で
き
賞
味
期
限
２
カ
月 

以
上
の
食
品
を
寄
付
し
ま
せ
ん
か
。

　
12
月
11
日（
水
）午
前
10
時
～
午

後
１
時
。
本
館
１
階
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
。

問　
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２

生
ご
み
自
家
処
理
相
談
会

　
生
ご
み
の
処
理
方
法
を
、
相
談

員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　
12
月
11
日（
水
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
。
本
館
１
階
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
。

問　
環
境
政
策
課
☎
21
―
９
７
６
２

清
水
ミ
チ
コ
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　
抱
腹
絶
倒
の
ラ
イ
ブ
で
す
。

　
令
和
７
年
３
月
２
日（
日
）午
後

４
時
開
演
。
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化

芸
術
ホ
ー
ル（
見
附
町
16
―
１
）。

１
２
０
０
人（
先
着
順
・
未
就
学

児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）。
全
席

指
定
。
前
売
り
券
５
０
０
０
円
、

当
日
券
５
５
０
０
円
、
ペ
ア
券
９

０
０
０
円（
前
売
り
だ
け
）。チ
ケ
ッ

ト
は
、
令
和
６
年
12
月
22
日（
日
）

午
前
10
時
か
ら
同
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ブ

で
、
23
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
同

ホ
ー
ル
で
直
接
、
販
売
し
ま
す
。

問　

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
☎
20
―
９
２
７
３

今
井
亮
太
郎
コ
ン
サ
ー
ト

ｗウ

イ

ズ

ｉ
ｔ
ｈ 

ｃ
コ

バ

ｏ
ｂ
ａ

　
ピ
ア
ノ
と
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の

共
演
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
７
年
３
月
20
日（
祝
）午
後

５
時
開
演
。
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化

芸
術
ホ
ー
ル（
見
附
町
16
―
１
）。

１
２
０
０
人（
先
着
順
・
未
就
学

児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）。
全
席

指
定
。
３
８
０
０
円
、
ペ
ア
券
７

０
０
０
円（
前
売
り
だ
け
）、
22
歳

以
下
１
５
０
０
円
。チ
ケ
ッ
ト
は
、

令
和
６
年
12
月
14
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
同
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ブ
で
、
15

日（
日
）午
前
10
時
か
ら
同
ホ
ー
ル

で
直
接
、
販
売
し
ま
す
。

問　

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
☎
20
―
９
２
７
３

Ｓサ

ン

サ

ン

ｕ
ｎ
Ｓ
ｕ
ｎ
マ
ル
シ
ェ

　
12
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
２
時
。
小
雨
決
行
。
湘
南
海
岸

公
園（
高
浜
台
34
―
１
）。

問　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
☎

31
―
７
２
１
１

　複数の地元企業から説明を聞けます。
　12月20日（金）午後１時30分～４時。勤労
会館（追分１―24）。高校生以下を除く仕事
を探している方。
� 問　産業振興課☎21―９７５８

合合同同会会社社
説説明明会会

行こうよ！

合合同同会会社社
説説明明会会

　（写真左上から時計回りに）五街道雲助さ
ん、林家たい平さん、桂宮治さん、江戸家猫
八さんが出演します。
　令和７年２月23日（祝）午後０時30分・４時開演。
ひらしん平塚文化芸術ホール（見附町16―１）。
各回１,０００人（先着順・未就学児は入場できま
せん）。全席指定４,４００円。チケットは令和６
年12月11日（水）午前10時から、まちづくり財
団ウェブ、ファミリーマート店内マルチコ
ピー機、同ホールで直接、販売します。
� 問　まちづくり財団文化事業課☎32―２２３７
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「
輪
投
げ
」は
縁
日
な
ど
で
よ

く
見
か
け
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
正
式
な
ル
ー
ル
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
投
げ
る

位
置
は
、
輪
投
げ
台
か
ら
２
㍍

手
前
。
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
交
互

に
４
本
投
げ
た
後
、
互
い
の
得

点
を
確
認
し
ま
す
。
点
数
の
低

い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
ア
ン
カ
ー
権

を
得
て
、最
後
に
投
げ
る
輪「
ア

ン
カ
ー
リ
ン
グ
」を
投
輪
し
ま

す
。９
本
全
て
の
投
輪
後
、入
っ

た
リ
ン
グ
の
得
点
を
合
計
し

て
、
点
数
の
高
い
方
が
勝
者
と

な
り
ま
す
。
老
若
男
女
を
問
わ

ず
楽
し
め
る
、
魅
力
的
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
課
で
は
、
市
内
で

活
動
す
る
団
体

を
対
象
に
、
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を

貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い

借
用
方
法
や
用

具
一
覧
は
、
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

輪
投
げ ス

ポ
ー
ツ
課

☎
31
―
３
０
６
０

に

健
康
と
福
祉

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

い
の
ち
と
暮
ら
し
の
総
合
相

談
会

　
精
神
科
医
や
社
会
保
険
労
務
士

ら
に
、
心
の
病
や
生
活
の
悩
み
な

ど
を
相
談
で
き
ま
す
。

　
12
月
26
日（
木
）午
後
２
時
・
３

時（
各
回
50
分
）。中
央
公
民
館（
追

分
１
―
20
）。
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
、各
回
３
組（
先
着
順
）。

募　
必
要
事
項
・
希
望
時
間
・
人

数
・
相
談
内
容
・
メ
ー
ル
の
場
合

は
電
話
が
可
能
な
時
間
を
、電
話・

メ
ー
ル
で
、
福
祉
総
務
課
☎
21
―

８
７
７
９

fukushi@

へ
。メ
ー

ル
は
件
名
を「
い
の
ち
と
暮
ら
し

の
総
合
相
談
会
申
し
込
み
」に
。

家
族
介
護
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
市
内
在
住
で
家
族
の
介
護
を
し

て
い
る
方
。
抽
選
。

　
①
12
月
16
日（
月
）午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分
。
福
祉
会
館

（
追
分
１
―
43
）。
12
人
②
16
日
１

時
30
分
～
４
時
30
分
。福
祉
会
館
。

９
人
③
18
日（
水
）午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分
。
西
部
福
祉
会

館（
公
所
868
）。
９
人
。

募　
電
話
で
、
土
・
日
曜
日
を
除

く
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０
へ
。

家
族
介
護
教
室

　

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で「
腸
能

力
」を
高
め
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
７
年
１
月
17
日（
金
）午
前

10
時
30
分
～
正
午
。中
西
道
場（
北

金
目
１
―
９
―
17
）。
福
祉
・
介

護
事
業
者
を
除
く
、
市
内
在
住
・

在
勤
で
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い

る
方
・
市
内
在
住
の
要
介
護
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
ら
20
人

（
先
着
順
・
４
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
）。
タ
オ
ル
・
飲
み
物
。

募　
電
話
で
、
令
和
６
年
12
月
９

日（
月
）か
ら
、
平
日
午
前
10
時
～

午
後
８
時
に
、
中
西
道
場
の
中
西

☎
090
―
２
９
０
８
―
７
６
７
４
へ
。

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
の
養

成
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
な
ど
が
あ
る
方

に
、
音
声
の
情
報
を
文
字
で
伝
え

る
方
法
を
学
び
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
７
日
～
３
月
４

日
の
火
曜
日
、全
８
回
、午
前
10
時 

～
正
午
。
本
館
４
階
410
会
議
室
な

ど
。
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、

ス
ポ
ー
ツ

応
募
方
法
は

４
面　
　
　

パ
ソ
コ
ン
の
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ

が
で
き
る
方
８
人（
先
着
順
）。ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン・筆
記
用
具
。
500
円
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
令
和
６

年
12
月
11
日（
水
）か
ら
、
本
館
１

階
の
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４
へ
。

冬
の
製
品
展
示
即
売
会

　
障
が
い
福
祉
事
業
所
の
製
品
な

ど
を
展
示
・
販
売
し
ま
す
。

　

12
月
11
日（
水
）〜
13
日（
金
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
13
日
は

３
時
ま
で
）。
本
館
１
階
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
。

問　
障
が
い
福
祉
課
☎
21
―
８
７

７
４障

が
い
児
世
帯
と
ひ
と
り
親

世
帯
の
交
流
会

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
ち
な
ん

だ
ス
イ
ー
ツ
ブ
ッ
フ
ェ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
令
和
７
年
２
月
15
日（
土
）午
前

11
時
～
午
後
１
時
。
ホ
テ
ル
サ
ン

ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン（
榎
木
町
９
―

41
）。
３
〜
18
歳
の
障
が
い
者
手

帳
を
持
つ
子
ど
も
が
い
る
世
帯
・

３
〜
18
歳
の
子
ど
も
が
い
る
ひ
と

り
親
世
帯
、
各
世
帯
10
組（
抽
選・

初
め
て
の
方
を
優
先
）。
１
５
０

０
円
、
４
～
12
歳
500
円
、
３
歳
児

は
無
料
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
令
和
６

年
12
月
９
日（
月
）午
前
９
時
～
25

日（
水
）午
後
５
時
に
、
追
分
１
―

43
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０
へ
。

ア
イ
フ
ォ
ー
ン
限
定
　
高
齢

者
の
ス
マ
ホ
講
座

　
12
月
19
日（
木
）。福
祉
会
館（
追

分
１
―
43
）。
市
内
在
住
で
ア
イ

フ
ォ
ー
ン
を
お
持
ち
の
60
歳
以
上

の
方
、
各
回
５
人（
抽
選
・
３
人

に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）。
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
。

　
①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
準
備
・
応
用
編　

午
前
10
時
～
正
午
②
ス
マ
ホ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
防
災
の
備
え
編

　
午
後
２
時
～
４
時
。

募　
必
要
事
項
・
年
齢
・
講
座
名

（
①
②
の
い
ず
れ
か
も
）を
、電
話・

フ
ァ
ク
ス・メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

12
月
９
日（
月
）午
前
９
時
～
13
日

（
金
）午
後
５
時
に
、
福
祉
会
館
☎

33
―
２
３
３
３

33
―
６
５
８
８

kaikan@
hiratsukasyaky 

o.net

へ
。

介
護
の
入
門
的
研
修

　
介
護
業
務
の
基
礎
を
学
ぶ
研
修

で
す
。
県
知
事
名
の
修
了
証
が
発

行
さ
れ
ま
す
。
就
職
先
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
18
日
～
２
月
８

日
の
土
曜
日
、
全
４
回
、
午
前
９

時
～
午
後
５
時
。
平
塚
栗
原
ホ
ー

ム（
立
野
町
31
―
20
）。
全
４
回
参

加
で
き
介
護
業
務
の
経
験
・
資
格

市
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
表
彰

の
候
補
者

　
令
和
６
年
に
国
際
的
・
全
国
的

な
競
技
会
で
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
選
手
や
団
体
を
表
彰
し
ま

す
。
対
象
は
、
高
校
生
以
下
を
除

く
大
会
当
時
市
内
在
住
の
個
人
・

団
体
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方

（
団
体
は
市
内
在
住
の
監
督
・
選

手
だ
け
）。
①
国
際
大
会
で
優
勝

ま
た
は
準
優
勝
②
全
国
大
会
で

が
な
い
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
15
～
65
歳
の
方
20
人（
選

考
）。
筆
記
用
具
。
動
き
や
す
い

服
装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　
電
話
で
、
令
和
６
年
12
月
９

日（
月
）午
前
９
時
～
令
和
７
年
１

月
７
日（
火
）午
後
５
時
に
、
平
塚

栗
原
ホ
ー
ム
☎
35
―
６
０
６
０

へ
。
同
ホ
ー
ム
ウ
ェ
ブ
で
も
応
募

で
き
ま
す
。

元
気
応
援
ポ
イ
ン
ト
説
明
会

　
趣
味
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
や

社
会
貢
献
を
し
ま
せ
ん
か
。
活
動

す
る
と
元
気
応
援
ポ
イ
ン
ト
が
た

ま
り
ま
す
。

　
12
月
11
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
。
保
健
セ
ン
タ
ー（
東
豊
田
448

―
３
）。
市
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
方
。

問　
福
祉
会
館
☎
33
―
３
１
０
０

成
年
後
見
制
度
講
座
・
個
別

相
談
会

　
令
和
７
年
１
月
23
日（
木
）。
平

塚
栗
原
ホ
ー
ム（
立
野
町
31
―

20
）。
先
着
順
。
筆
記
用
具
。

講
座　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
。

市
内
在
住・在
勤・在
学
の
方
30
人
。

個
別
相
談　

午
後
３
時
10
分
か

ら
。
相
談
を
す
る
方
ま
た
は
成
年

後
見
制
度
を
必
要
と
す
る
方
が
市

内
在
住
の
方
３
人
。

募　
電
話
で
、
令
和
６
年
12
月
９

日（
月
）午
前
９
時
か
ら
、
市
成
年

後
見
利
用
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
35
―

６
１
７
５
へ
。

↓

　①～③は65歳以上の単
身世帯または65歳以上だ
けの世帯（①②は親族の協力を得られない方・
①は市県民税が非課税の方）④は65歳以上の要
介護３以上で寝たきりの方または65歳以上の身
体障がい１・２級の方⑤は認知症などで行方不明
になる恐れのある方や、行方不明になったこと
がある方。利用条件や負担額など、詳しくは市
ウェブをご覧ください。
①軽作業代行　掃除や草むしり・枝払いなどを
します。
②通院介助　医療機関への通院を手伝います。
③ふとん乾燥・丸洗い　敷布団や掛け布団を事
業者が預かり、乾燥消毒・丸洗い後、利用者に
届けます。
④訪問理容・美容　自宅で理美容サービスを受
けられます。
⑤認知症など行方不明SOS平塚　行方不明の認
知症高齢者を保護するため、各機関へ協力依頼
をします。見守りGPSの貸与などもあります。
問　①～③は各高齢者よろず相談センターまた
はケアマネジャー④⑤は高齢福祉課☎21―９６２２

前8時30分〜午後5時
就労相談
勤労会館（追分1-24）☎32-3355
●来所（予約制・先着４人・１人50分）�
　12月11日（水）午後１時〜4時50分
子育て支援センター
豊田分庁舎（南豊田381）☎ 34-9076
●未就学児対象の子育て相談・情
報提供　月〜金曜日、午前10時〜
午後3時
こども発達支援室くれよん
　 こども家庭課☎32-2738
●こどもの発達相談（来所・予約制）
月〜金曜日、午前8時30分〜午後5時
青少年相談室
青少年会館（浅間町12-41）☎34-7311
●青少年相談　火〜土曜日、 午前
10時〜午後６時30分

●ヤングテレホン相談（青少年専
用）☎33−7830　火〜土曜日、午前
10時〜午後６時30分
●メール相談（青少年・保護者な
ど） y-soudan@
こどもの総合相談ヤングケアラーなど
　 こども家庭課☎21-9843
●こども総合相談　月〜金曜日、
午前8時30分〜午後5時
●母子・父子相談　月〜金曜日、
午前10時15分〜午後5時
教育相談・就学相談
子ども教育相談センター崇善小学校北側 
（浅間町4-39）☎36-6013
●来所（予約制）月〜金曜日、午前
10時〜午後5時
●電話　月〜金曜日、 午前9時〜
午後５時

↓
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市 民 相 談

優
勝
③
市
長
が
同
等
の
実
績

と
認
め
た
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
７
階
の
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
31
―
３
０
６
０
に
あ

る
推
薦
書
を
、郵
送
ま
た
は
直
接
、

令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）ま
で 

に
、
同
課
へ
。

か
け
っ
こ
教
室

　
令
和
７
年
１
月
13
日（
祝
）午
後

５
時
30
分
～
６
時
30
分
。
ひ
ら
つ

か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ（
中

堂
246
―
１
）。
小
学
生
30
人（
先
着

順
）。
室
内
用
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・

飲
み
物
。

募　
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ウ
ェ
ブ

で
、
令
和
６
年
12
月
９
日（
月
）正

午
か
ら
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場

☎
24
―
１
１
３
７
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
会
場
は
①
～
⑫
が
ト
ッ
ケ
イ
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館

（
大
原
１
―
１
）⑬
～
⑯
が
ひ
ら
つ

か
サ
ン
・
ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ（
中

堂
246
―
１
）⑰
が
吾
妻
山
周
辺（
二

宮
町
）⑱
が
総
合
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト（
大
原
１
―
１
）。
抽
選
。

①
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス　
令
和
７
年
１

ご存じですか？ N
ネ ツ ト

ET119緊急通報システム
情報指令課☎️21-9733

119番！ ももししももののととききににももししももののととききにに

　119番通報は電話でするイメージが強いですが、
耳が聞こえづらかったり発語障がいがあったりす
るなどの理由で、音声での通報に困っていません
か？　そんな時は、スマートフォンの画面操作だ
けで緊急通報できる「NET119緊急通報システム」を
ご活用ください。GPS機能で通報者の居場所が消
防に通知されるので、外出先からの通報でも安心
です。伝えたいことはチャット形式で消防とやり
取りできます。
　NET119の利用には事前登録が必要で
す。eで、申し込んでください。右の
2次元コードからもアクセスできます。登録時に、
救急搬送病院への手話通訳者や要約筆記者の派遣
希望も伺っています。ぜひNET119にご登録を。

↓

月
９
日
～
３
月
25
日
の
火
・
木
曜

日
、
全
16
回
、
１
コ
ー
ス
は
午
前

９
時
20
分
～
10
時
50
分
、
２
コ
ー

ス
は
11
時
10
分
～
午
後
０
時
40

分
。各
コ
ー
ス
120
人
。５
６
０
０
円
。

②
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス　
１
月
21

日
～
３
月
25
日
の
火
曜
日
、
全
８

回
、午
後
１
時
20
分
～
２
時
50
分
。

60
人
。
４
０
０
０
円
。

③
ゆ
っ
く
り
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　
１

月
15
日
～
３
月
19
日
の
水
曜
日
、

全
８
回
、
１
コ
ー
ス
は
午
前
９
時

30
分
～
11
時
、
２
コ
ー
ス
は
午
後

１
時
30
分
～
３
時
。
各
コ
ー
ス
50

人
。
３
２
０
０
円
。

④
い
き
い
き
若
返
り
体
操　
１
月

10
日
～
３
月
21
日
の
金
曜
日
、
全

８
回
、
午
前
９
時
15
分
～
10
時
30

分
。
60
人
。
３
２
０
０
円
。

⑤
Ｚズ

ン

バ

Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
楽
し
も
う　
１

月
11
日
～
３
月
29
日
の
土
曜
日
、

全
10
回
、
午
前
９
時
30
分
～
10
時

45
分
。
50
人
。
４
０
０
０
円
。

⑥
す
っ
き
り
・
の
び
の
び
体
操　

１
月
８
日
～
３
月
12
日
の
水
曜

日
、
全
10
回
、
午
前
９
時
20
分
～

10
時
50
分
。70
人
。４
５
０
０
円
。

⑦
水
曜
ス
ト
レ
ッ
チ
＋
バ
レ
ト
ン

　
１
月
８
日
～
３
月
12
日
、
全
10

回
、
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０
時

10
分
。
70
人
。
４
５
０
０
円
。

⑧
楽
ら
く
ヨ
ガ　
１
月
９
日
～
３

月
13
日
の
木
曜
日
、
全
10
回
、
午

前
９
時
20
分
～
10
時
50
分
。70
人
。

４
５
０
０
円
。

⑨
金
曜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操　
１
月

10
日
～
３
月
14
日
、
全
10
回
、
午

後
１
時
30
分
～
２
時
45
分
。70
人
。

４
５
０
０
円
。

⑩
体
幹
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ　

１
月
11
日
～
３
月
８
日
の
土
曜

日
、
全
８
回
、
午
前
９
時
20
分
～

10
時
35
分
。70
人
。３
６
０
０
円
。

⑪
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
ヨ
ガ　
１
月

25
日
～
３
月
22
日
の
土
曜
日
、
全

８
回
、
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０

時
40
分
。
70
人
。
３
６
０
０
円
。

⑫
ピ
ラ
テ
ィ
ス　
１
月
21
日
～
３

月
25
日
の
火
曜
日
、
全
８
回
、
午

後
３
時
10
分
～
４
時
10
分
。70
人
。

３
６
０
０
円
。

⑬
卓
球　
１
月
29
日
～
３
月
19
日

の
水
曜
日
、
全
７
回
、
午
前
９
時

30
分
～
正
午
。100
人
。４
９
０
０
円
。

⑭
男
性
・
女
性
フ
ッ
ト
サ
ル　
１

月
30
日
～
３
月
13
日
の
木
曜
日
、

全
７
回
、
午
後
７
時
15
分
～
８
時

45
分
。
各
20
人
。
３
０
０
０
円
。

⑮
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢　

１
月
16
日
～
３
月
13
日
の
木
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
９
時
30
分
～

11
時
。
30
人
。
３
０
０
０
円
。

⑯
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
１
月
16
日
～
３
月
13
日
の
木
曜

日
、
全
６
回
、
午
前
11
時
～
午
後

０
時
30
分
。30
人
。２
４
０
０
円
。

⑰
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
中
級
）　
１
月
30
日（
木
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
。
約
５
㌖
。

20
人
。
500
円
。

⑱
テ
ニ
ス　
１
月
８
日
～
３
月
27

日
の
水
・
木
・
金
曜
日
、
各
コ
ー

ス
全
11
回
。
各
コ
ー
ス
15
人
。
Ａ

コ
ー
ス（
初
心
・
初
級
・
初
中
級
）

は
午
前
９
時
20
分
～
10
時
50
分
・

Ｂ
コ
ー
ス（
初
中
級
）は
午
前
11
時

～
午
後
０
時
30
分
・
Ｊ
１
コ
ー
ス

（
小
学
校
２
～
４
年
生
）は
５
時
５

分
～
６
時
５
分・Ｊ
２
コ
ー
ス（
小

学
校
５
年
生
～
中
学
生
）は
６
時

10
分
～
７
時
10
分・Ｎ
コ
ー
ス（
初

心
・
初
級
）は
７
時
20
分
～
８
時

50
分
。
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
は
１
万
６

５
０
０
円
、
Ｊ
１
・
Ｊ
２
コ
ー
ス

は
１
万
３
７
５
０
円
、
Ｎ
コ
ー
ス

は
１
万
９
８
０
０
円
。

募　

教
室
名（
①
③
⑱
は
コ
ー
ス

名
も
）・
必
要
事
項
・
年
齢
を
、

は
が
き
で
、
令
和
６
年
12
月
17
日

（
火
）ま
で
に
、
〒
254
―
0045
見
附
町

31
―
10
ま
ち
づ
く
り
財
団
ス
ポ
ー

ツ
事
業
課
☎
35
―
０
１
０
２
へ
。

同
財
団
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す
。

チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
12
日（
日
）午
前

10
時
～
正
午
。
ひ
ら
つ
か
サ
ン
・

ラ
イ
フ
ア
リ
ー
ナ（
中
堂
246
―

１
）。
年
少
・
年
中
、
年
長
～
小

学
校
３
年
生
、各
ク
ラ
ス
10
人（
先

着
順
）。室
内
用
運
動
靴
・
タ
オ
ル・ 

飲
み
物
。
運
動
が
で
き
る
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ウ
ェ
ブ

で
、
令
和
６
年
12
月
９
日（
月
）正

午
か
ら
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場

☎
24
―
１
１
３
７
へ
。

　20歳になる方の門出を祝います。要
約筆記もあります。

　令和７年１月13日（祝）、第１部は午前11時30
分・第２部は午後２時20分開場。ひらしん平塚
文化芸術ホール（見附町16―１）。平成16年４月２
日～17年４月１日生まれで平塚市に住民登録し
ている方。令和６年12月に郵送する案内状を
お持ちください。過去に平塚市に住んでいて、
出席を希望する方は、eまたは電話で、12月
25日（水）までに、青少年課へ申し込んでくだ
さい。25日までに申し込めない場合は、当日、
会場の総合案内にお越しください。
第１部　浜岳・春日野・江陽・土沢・大野・
大住・金目中学校、平塚中等教育学校、平塚
盲学校、平塚支援学校を卒業した方ら。
第２部　太洋・神明・山城・旭陵・神田・中原・
金旭・横内中学校、平塚ろう学校、湘南支援
学校を卒業した方ら。
� 問　青少年課☎71―５９５０

市民相談室
　 市民情報・相談課 ☎21-8764
　予約制の相談は令和７年１月分ま
でを受け付けています。
●市民生活　月〜金曜日、 午前８
時30分〜11時30分・午後１時〜４時
30分
�●弁護士（予約制）　水・木曜日、
午後１時〜４時
�●行政　第１月曜日、 午後１時〜3
時30分
�●税理士（予約制）　第４金曜日、
午後１時〜４時
●司法書士（予約制）　第2金曜日、
午後１時〜４時
●測量・境界（予約制）　偶数月の
第２金曜日、 午後１時〜３時

�●多重債務（予約制）　第２火曜日、
午後１時〜４時
�●社会保険労務士（予約制）　第２
火曜日、 午後１時〜４時
●行政書士（予約制）　第１火曜日、
午後１時〜４時
●不動産（予約制）　第１・３金曜日、
午後１時〜４時
�●分譲マンション管理（予約制）　
第４月曜日、 午後１時〜４時
�●住宅（新築・リフォーム・予約制）
　第３火曜日、 午後１時〜４時
高齢者健康相談（フレイル）
　 保険年金課☎72-7266
●来所（予約制）　月〜金曜日、午
前9時〜午後5時
●電話　月〜金曜日、午前9時〜
午後５時

ヘルスアップ相談
保健センター（東豊田448-3）☎55-2111
●来所（予約制）　令和6年12月13
日（金）午前９時３０分〜１０時３０分、�
25日（水）午後１時30分〜2時30分
消費生活センター
　 市民情報・相談課☎21-7530（相談専用）
●来所・電話　月〜金曜日、午前
9時30分〜午後４時
くらしサポート相談
　 くらしサポート相談☎21-8813
●来所・電話　月〜金曜日、午前
8時30分〜午後5時
女性のための相談
　 人権・男女共同参画課
　 ☎21-9611（相談専用）
●来所・電話　月〜金曜日、午前
9時30分〜午後4時

出入国管理・在留資格相談
　 文化・交流課☎25-2520
●来所（予約制）　12月24日（火）午
前9時〜正午
人権相談
　 人権・男女共同参画課☎21-9861
●来所　12月17日（火）午後1時〜3時
外国籍市民相談
　 文化・交流課☎25-2520
●来所　17言語。対応言語や日時
は市ウェブをご覧ください。
保健福祉総合相談
　 福祉総務課☎21-8779
●来所・電話　月〜金曜日、午前
8時30分〜午後5時
成年後見利用支援センター
平塚栗原ホーム（立野町31-20）☎35-6175
●来所・電話　月〜金曜日、 午 ↓

登
録
時
、
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
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広報

必
要
事
項
＝
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
。

メ
ー
ル
で
応
募
す
る
場
合
は

＠
以
下
にcity.hiratsuka.kanagaw

a.jp

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

＝
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム（e

イ

ー

カ

ナ

ガ

ワ

-kanagaw
a

）で
も
応
募
で
き
ま
す
。右
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

広 報 紙をより良 い も のとするた め にウェブ アンケートを実 施して います 。右 の 2 次 元 コードからご 意 見をお 寄 せください 。

博
物
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３3‒

５
１
１
１

３1‒

３
９
４
９

㊡
９·

16·

23·

29
～
１
月
３
日

■
秋
期
特
別
展
　
お
家う

ち
を
ま
わ
る

子
育
て
地
蔵　
市
内
各
地
の
家
を

回
っ
て
い
た
子
育
て
地
蔵
の
風
習

と
、
庚こ

う

申し
ん

講
な
ど
講
員
の
家
を

回
っ
て
い
た
講
の
道
具
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。12
月
22
日（
日
）ま
で
。

特
別
展
示
室
。

特
別
展
展
示
解
説　
見
ど
こ
ろ
を

学
芸
員
が
紹
介
し
ま
す
。
12
月
15

美
術
館

〒
２５４‒

００７３
西
八
幡
１‒

３‒

３

☎
３５‒

２
１
１
１

３５‒

２
７
４
１

㊡
９·

16·

23·

29
～
１
月
３
日

■
お
し
ゃ
べ
り
美
術
館
　
ひ
ら
ビ

あ
ー
つ
ま
～
れ
10
年
記
念
展　
平

成
27
年
か
ら
市
内
小
学
生
を
対
象

に
活
動
し
て
き
た「
対
話
に
よ
る

美
術
鑑
賞
」事
業
を
振
り
返
り
ま

す
。
令
和
７
年
２
月
16
日（
日
）ま

で
。200
円
、高
校
生・大
学
生
100
円
。

お
し
ゃ
べ
り
美
術
館
に
あ
ー
つ
ま

～
れ　
展
示
作
品
の
前
で
思
っ
た

こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、
ひ
ら
ビ

あ
ー
つ
ま
～
れ
の
メ
ン
バ
ー
と
一

緒
に
話
し
ま
せ
ん
か
。
日
時
や
人

数
な
ど
、
詳
し
く
は
美
術
館
ウ
ェ

ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。展
示
室
Ⅱ
。

観
覧
券
。

募　

で
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ひ
ら
ビ
あ
ー
つ
ま
～
れ
メ
ン

バ
ー
募
集　
子
ど
も
た
ち
と
絵
を

見
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
、
美
術
鑑

賞
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん

か
。
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
美
術

館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
20

歳
以
上
の
方
25
人（
選
考
）。

募　
美
術
館
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
応
募

用
紙
に
作
文
課
題
を
添
え
て
、
12

月
13
日（
金
）ま
で
に
、郵
送・フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
、
美
術
館
へ
。

日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分
。
特
別
展
示
室
。

■
南
の
海
か
ら
き
た
丹
沢
　
丹
沢

山
地
の
岩
石
・
化
石
・
鉱
物　
丹

沢
山
地
の
大
地
の
成
り
立
ち
を
紹

介
し
ま
す
。12
月
15
日（
日
）ま
で
。

寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
火
星
が
近
づ
く　
令
和
７
年
１

月
に
、
地
球
に
近
づ
く
火
星
の
基

本
知
識
と
探
査
の
最
新
情
報
を
紹

介
し
ま
す
。令
和
６
年
12
月
19
日

（
木
）～
令
和
７
年
２
月
２
日（
日
）。

寄
贈
品
コ
ー
ナ
ー
。

■
中
勘
助
と
鳥
、
の
物
語　
中
勘

助
が
平
塚
で
過
ご
し
た
時
期
の
海

岸
地
区
の
自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
１
月
13
日（
祝
）ま
で
。

情
報
コ
ー
ナ
ー
。

■
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム　

各
50
分
。

各
70
人（
当
日
先
着
順
・
投
影
日

の
午
前
９
時
か
ら
博
物
館
の
受
付

で
整
理
券
を
配
布
）。
200
円
、
18

歳
未
満
と
65
歳
以
上
の
方
は
無

中
央
図
書
館

〒
２５４‒

００41
浅
間
町
12‒

41

☎
３1‒

０
４
１
５

３1‒

９
９
８
４

㊡
９·

16·

23·

29
～
１
月
４
日

■
中
央
図
書
館
特
集
展
示　
①
２

０
２
４
年　
お
疲
れ
様
で
し
た　

12
月
28
日（
土
）ま
で
。
貸
出
室
②

あ
っ
た
か
い　
28
日
ま
で
。
こ
ど

も
室
③
電
子
図
書
館
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か　
12
月
４
日（
水
）～
28

日
。
１
階
ロ
ビ
ー
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト　
読
み
聞
か

せ
を
し
な
が
ら
絵
本
の
楽
し
み
方

を
話
し
、
絵
本
な
ど
が
入
っ
た

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

各
図
書
館
。
市
内
在
住
で
１
歳
未

満
の
子
ど
も
と
保
護
者
。
中
央
図

書
館
で
は
予
約
な
し
で
参
加
で
き

る
、
読
み
聞
か
せ
な
し
の
個
別

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
図
書
館
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
映
画
会　

『
チ
ッ
プ
と
デ
ー
ル　

リ
ス
の
山

小
屋
合
戦
』か
ら「
プ
ル
ー
ト
の
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」他
５
話
を
上

映
し
ま
す
。
12
月
21
日（
土
）午
前

10
時
～
11
時
。
３
階
ホ
ー
ル
。
70

人（
当
日
先
着
順
・
未
就
学
児
は

保
護
者
同
伴
・
当
日
午
前
９
時
か

ら
、
こ
ど
も
室
で
整
理
券
を
配

布
）。

■
西
図
書
館
　
も
し
バ
ナ
ゲ
ー
ム

　
も
し
も
余
命
が
半
年
だ
と
し
た

ら
…
…
。
キ
ー
ワ
ー
ド
が
書
か
れ

た
カ
ー
ド
を
使
い
、
人
生
で
大
切

な
価
値
観
や
在
り
方
な
ど
を
考
え

る
ゲ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
、
人
生
最
後
に
ど
う
あ
り
た
い

か
を
考
え
ま
せ
ん
か
。
令
和
７
年

１
月
９
日（
木
）午
後
２
時
～
３
時

30
分
。
西
図
書
館（
山
下
３
―
29

―
１
）。
18
歳
以
上
の
方
24
人（
先

着
順
）。

募　

電
話
ま
た
は
直
接
、
令
和

６
年
12
月
７
日（
土
）午
前
９
時
か

ら
、
西
図
書
館
☎
36
―
３
５
５

５
へ
。

■
西
図
書
館
　
冬
の
映
画
会　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画『
ダ
ン
ボ
』を
上

映
し
ま
す
。
12
月
21
日（
土
）午
前

10
時
～
11
時
15
分
。西
図
書
館（
山

下
３
―
29
―
１
）。
50
人（
当
日
先

着
順
・
未
就
学
児
は
保
護
者
同

伴
）。

問　　
西
図
書
館
☎
36
―
３
５
５
５

料
。
65
歳
以
上
の
方
は
年
齢
の
分

か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
一
般
向
け　
２
０
２
５
年
の
天

文
現
象　
令
和
７（
２
０
２
５
）年

に
起
き
る
天
文
現
象
を
紹
介
し
ま

す
。
12
月
７
日
～
令
和
７
年
１
月

26
日
の
土
・
日
曜
日
と
令
和
６
年

12
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）、
午

前
11
時
・
午
後
２
時（
土
曜
日
は

２
時
だ
け
）。

②
幼
児
向
け　
す
い
せ
い
ゴ
エ
モ

ン
の
ぼ
う
け
ん　

彗す
い

星せ
い

の
子
ど

も
・
ゴ
エ
モ
ン
と
一
緒
に
、
太
陽

系
の
果
て
か
ら
太
陽
ま
で
の
旅
に

出
掛
け
ま
す
。
12
月
28
日
ま
で
の

土
曜
日
、
午
前
11
時
。

■
ろ
ば
た
ば
な
し　
平
塚
に
伝
わ

る
昔
話
を
話
し
ま
す
。
12
月
15
日

（
日
）午
後
３
時
15
分
～
３
時
45

分
。
展
示
室
内「
相
模
の
家
」。

■
星
を
見
る
会
　
四
つ
の
惑
星
を

見
よ
う　
肉
眼
で
見
え
る
５
惑
星

の
内
、
金
星
・
火
星
・
木
星
・
土

星
の
観
察
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。
令
和
７
年
１
月
17
日（
金
）午

後
７
時
～
８
時
30
分
。
雨
天
曇
天

中
止
。
屋
上
。
80
人（
抽
選
・
市

内
在
住
の
方
を
優
先
）。

募　
イ
ベ
ン
ト
名
・
日
時
・
全
員

の
必
要
事
項
を
、往
復
は
が
き（
１

通
で
４
人
ま
で
）で
、
令
和
６
年

12
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
博
物
館

へ
。

は
22
日（
日
）ま
で
。

　金属彫刻家の古井彩夏さんは、自らの
日常を取り巻くものや出来事をモチーフ
にしながら、鉄やステンレスの特性を生
かして一つのフォームを表しています。
本展では、作家活動を始めてから14年間
で制作された立体作品、約28点を紹介し
ます。鉄を素材に、パーツを組み合わせ
て接合し、磨き落として熱をかけるなど、
多くの手技をかける作品に始まり、熱を
帯びゆがむ曲線を生かした近作にもご注
目ください。12月７日（土）～令和７年４月６
日（日）。美術館テーマホール。
アーティストトーク　令和６年12月７日午
後２時～２時30分。テーマホール。

熱を与えた鉄とステンレス

古井彩夏展

《Jet》平成２４（2012）年、作家蔵

《Navigation》平成27（2015）年、作家蔵

《ペアリング》令和４（2022）年、作家蔵

ま
す
。

　
玉
川
太
福
さ

ん（
写
真
）は
２
代
目
玉
川

福
太
郎
の
最
後
の
弟
子
で
、
浪
曲
界
の
次

世
代
の
担
い
手
で
す
。
古
典
浪
曲
だ
け
で

な
く
、
浪
曲
版「
男
は
つ
ら
い
よ
」や
新
作

浪
曲
も
自
作
す
る
才
能
あ
ふ
れ
る
方
で
す
。

　
今
回
の
口
演
で
は
、
浪
曲
独
特
の
節
回

し
に
挑
戦
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

そ
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
堪
能
で
き
ま
す
。

改
め
て
浪
曲
の
魅
力
を
発
見
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

玉
川
太だ

い

福ふ
く

浪
曲
独
演
会
＆
体
験
講
座

　
日
本
の
三
大
話
芸
と
言
え
ば
落
語
、

講
談
、
そ
し
て「
浪
曲
」で
す
。
明
治

初
期
に
成
立
し
、
昭
和
中
期
に
全
盛

期
を
迎
え
た
浪
曲
の
人
気
が
復
活
し
つ
つ

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
１
人
で
話
す
落
語
・
講
談
と
は
違
い
、

浪
曲
は
浪
曲
師
と
三
味
線
を
弾
く
曲
師
の

２
人
で
構
成
さ
れ
る
話
芸
で
す
。
浪
曲
師

の
語
り
・
う
な
り
に
あ
わ
せ
て
曲
師
が
即

興
で
伴
奏
を
合
わ
せ
ま
す
。
独
特
な「
節
」

と「
う
な
り
」、
そ
し
て
伴
奏
の「
相
三
味

線
」に
よ
り
、
ジ
ャ
ズ
の
ア
ド
リ
ブ
演
奏

に
も
似
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
で
ス
リ
リ
ン
グ

な
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ネ
タ
は
落
語
・

講
談
と
共
通
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

浪
曲
だ
と
ま
た
違
っ
た
面
白
さ
を
味
わ
え

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル

見
附
町
１６
―
１ 

☎
20
―
９
２
７
３

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
へ
行
こ
う

　令和７年２月11日（祝）午後３時開演。160人（先着順）。前売り2,000
円、当日2,500円、学生１，５００円。チケットは、令和６年12月８日（日）午
前10時から、ひらしん平塚文化芸術ホールウェブまたは同ホールで
直接、販売します。
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